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　ある ひまわりの 花
はな

の 中
なか

に、

それは それは、たくさんの 

種
たね

が できていました。その 中
なか

に、

サニーという 小
ちい

さな 種
たね

が 

いました。サニーの おうちは 

ひまわりの 花
はな

の 中
なか

で、サニーは

そこで 幸
しあわ

せに くらして 

いました。花
はな

の 中
なか

は、

暖
あたた

かくて こじんまりと 

していました。

　フルーアと ダンディは、

サニーの 親
しん

友
ゆう

です。二
ふたり

人は、

サニーと 同
おな

じ ひまわりの 

花
はな

に 住
す

んでいました。

　彼
かれ

らは １日
にち

中
じゅう

、大
おお

きな 

ひまわりの 花
はな

の 中
ちゅう

心
しん

に ある、

やわらかくて ふわふわの 

ベッドに ねっ転
ころ

がっていました。

日
にっ

光
こう

を たっぷり 浴
あ

び、時
とき

には 

すてきな 雨
あめ

の シャワーを 

  楽
たの

しんだりも しました。

    また、そよ風
かぜ

が 顔
かお

を 

    気
き

持
も

ちよく なでていくことも

 ありました。「ヒューッ」と 

そよ風
かぜ

が ふくと、サニーと 

フルーアと ダンディーは、

たがいどうし ぴったり 

寄
よ

りそい合
あ

いました。みんな、

幸
しあわ

せで いっぱいでした。

ぼう　けん



　ある日
ひ

の こと。太
たい

陽
よう

は、いつもほど 

明
あか

るくは ありません。風
かぜ

も 冷
つめ

たく

なってきたようです。雨
あま

つぶが、

ザーザーと はげしく 降
ふ

ってきました。

サニーには、それが 秋
あき

だと わかって

いました。 暖
あたた

かい 夏
なつ

の 日
ひ

は 

終
お

わりました。小
ちい

さな 種
たね

たちは、

やがて 大
おお

きな ひまわりの 花
はな

の 

おうちを 出
で

て、新
あたら

しい おうちを 

見
み

つけなくては なりません。

　サニーは、ちょっと 悲
かな

しく

なりました。友
とも

だちの ダンディーと 

フルーアが 恋
こい

しくなるでしょう。

（ほかの 所
ところ

へ 行
い

かなくては 

ならなくなったら、きっと、幸
しあわ

せな 

わが家
や

が 恋
こい

しくなるだろうなぁ。）　

サニーは ためいきを つきました。



　それからの ことです。

ある日
ひ

、強
つよ

い 風
かぜ

が ひまわり畑
ばたけ

を 

ふき始
はじ

めました。風
かぜ

は 

ヒュウヒュウ ふき荒
あ

れ、やがて、

サニーの ひまわりに いた 

小
ちい

さな 種
たね

たちは みんな、暖
あたた

かい

ベッドから 飛
と

び出
だ

して、地
ち

上
じょう

に

パラパラと 転
ころ

げ落
お

ちました。

風
かぜ

は、サニーも、フルーアも、

ダンディーも、ふき飛
と

ばしました。



　ポロポロ、コロコロ、種
たね

たちは ふき飛
と

ばされて

いきました。風
かぜ

は 種
たね

を クルクル 回
まわ

しながら、

あっちや こっちに 飛
と

ばしていきます。種
たね

は 

やわらかい 草
くさ

の 上
うえ

に 落
お

ちました。うれしい 

ことに、サニーも、ダンディーも、フルーアも、

すぐ 近
ちか

くに 落
お

ちました。

　「みんな、だいじょうぶ？」　サニーは 友
とも

だちに

聞
き

きました。

　「うん！」と ダンディー。「だいじょうぶだよ！　

だけど、すごく 寒
さむ

いなあ。風
かぜ

は まだ ふいてるし。」

　「ここの 草
くさ

は 背
せ

が 高
たか

くて、空
そら

が ほとんど 

見
み

えないわね。」　フルーアが ふるえながら 

言
い

いました。「どうしたら いいかしら？」

　「わかった。」と サニーが 言
い

いました。「地
じ

面
めん

の

中
なか

に 深
ふか

く もぐりこんじゃえば いいのよ。

そうすれば、暖
あたた

かいわ！」

　小
ちい

さな ひまわりの 種
たね

たちは、暖
あたた

かい 地
じ

面
めん

の 

中
なか

へと もぐりこみました。土
つち

の 下
した

に 入
はい

ると、

体
からだ

が 暖
あたた

まってきました。地
じ

面
めん

に おおわれると、

種
たね

たちは 長
なが

い間
あいだ

、ねむって、ねむって、また 

ねむり続
つづ

けました。



　そして、ある日
ひ

の こと。サニーは 自
じ

分
ぶん

の わきから、

ちっちゃな 巻
ま

きひげが 出
で

てきたのを 感
かん

じました。（何
なん

て 

きみょうなのかしら！）と サニーは 思
おも

いました。（何
なに

かが 

わたしの 中
なか

で 起
お

こっているわ。）

　サニーは、自
じ

分
ぶん

の 体
からだ

が 動
うご

くのを 感
かん

じました。う～ん！

う～ん！　う～ん！　やがて、種
たね

から 小
ちい

さな 芽
め

が 出
で

て

きました。芽
め

は どんどん、どんどん、上
うえ

に 向
む

かって 

のびていきます。サニーは 辺
あた

りを 見
み

回
まわ

しました。もう、

地
じ

面
めん

の 上
うえ

に 出
で

ています。

　雨
あめ

が サラサラと ふってきました。太
たい

陽
よう

が 小
ちい

さな 芽
め

を 

照
て

らしました。そう、サニーは 小
ちい

さな 草
くさ

に なったのです。

　何
なん

日
にち

も 何
なん

日
にち

も 過
す

ぎると、今
こん

度
ど

は 小
ちい

さな 花
はな

の つぼみが

出
で

てきました。つぼみが 開
ひら

くと、サニーは、自
じ

分
ぶん

が 美
うつく

しい

ひまわりの 花
はな

に なった ことに 気
き

づきました。

　（小さな 種
たね

だった時
とき

、わたしは 地
じ

面
めん

の 中
なか

に もぐり

こんだのよね。）　サニーは 考
かんが

えていました。（でも、その後
あと

わたしは 成
せい

長
ちょう

して、どんどん、どんどん、大
おお

きくなったんだわ。

そして とうとう、ひまわりの 花
はな

に なったのね！　だけど、

まだまだ 大
おお

きく なれそうな 気
き

が するわ！　もっともっと 

背
せ

を のばして、もっともっと 大
おお

きくなろうっと。）



　あまり 遠
とお

くない ところに、

フルーアが いました。フルーアも、

ひまわりの 花
はな

に なっています！　それに、

ダンディー。ダンディーも、ひまわりの 

花
はな

に なったのです！

　３人
にん

の 友
とも

だちは、また いっしょに

なりました。みんな、幸
しあわ

せな 気
き

持
も

ちで

いっぱいです！　みんな、ほほえんで、

笑
わら

いました。

　「わたしたち、幸
しあわ

せな おうちを 出
で

る 

時
とき

、これから どう なっちゃうのか、

わからなかったわよね。」　サニーが 

友
とも

だちに 言
い

いました。「だけど、全
まった

く 

新
あたら

しい 場
ば

所
しょ

を 見
み

つけたし、わたしたちは

前
まえ

よりも ずっと 大
おお

きく、そして 最
さい

高
こう

に

幸
しあわ

せに なったわ。みんな、

いっしょだしね。」

　ちょうど 神
かみ

様
さま

が ご自
じ

分
ぶん

の 創
そう

造
ぞう

物
ぶつ

を 

世
せ

話
わ

してくださるように、神
かみ

様
さま

は 

わたしたちの 一
ひとり

人一
ひとり

人も、ちゃんと 

世
せ

話
わ

してくださるのですよ。
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